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令和７年第１回笠松町議会定例会会議録（第１号） 
 

 令和７年３月４日笠松町議会定例会が笠松町役場議事堂に招集された。 

 

１．本定例会の応招議員及び不応招議員は、次のとおりである。 

  応 招 議 員 

議  長    10番  伏 屋 隆 男 

副 議 長    ４番  髙 橋 伸 治 

議  員    １番  伊 神 和 弘 

  〃      ２番  番   有 里 

  〃      ３番  竹 中 光 重 

  〃      ５番  關 谷 樹 弘 

  〃      ６番  間 宮 寿 和 

  〃      ７番  尾 関 俊 治 

  〃      ８番  川 島 功 士 

  〃      ９番  田 島 清 美 

  不応招議員 

        な し 

 

１．本日の出席及び欠席議員は、次のとおりである。 

  出 席 議 員 

        応招議員に同じ 

  欠 席 議 員 

        な し 

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席した者は、次のとおりである。 

町      長    古 田 聖 人 

副   町   長    村 井 隆 文 

教   育   長    野 原 弘 康 

総 務 部 長    足 立 篤 隆 

企画環境経済部長    堀   仁 志 

住 民 福 祉 部 長    平 岩 敬 康 
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建設部長兼水道部長    田 島 茂 樹 

教 育 文 化 部 長    天 野 富 三 

会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長    田 島 直 樹 

総 務 課 長    伊 藤 博 臣 

企 画 課 長    山 内   明 

 

１．本日の書記は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長    佐々木 正 道 

 

１．議事日程（第１号） 

令和７年３月４日（火曜日） 午前10時開議  

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 諸般の報告について 

日程第４ 第３号議案 笠松町空家等適正管理審議会設置条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第５ 第４号議案 笠松町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

について 

日程第６ 第５号議案 笠松町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第７ 第６号議案 笠松町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第８ 第７号議案 笠松町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例について 

日程第９ 第８号議案 笠松町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第10 第９号議案 笠松町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について 

日程第11 第10号議案 笠松町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第12 第11号議案 笠松町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道

技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第13 第12号議案 笠松町下水道条例の一部を改正する条例について 

日程第14 第13号議案 笠松町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部

を改正する条例について 

日程第15 第14号議案 笠松町多目的運動場の管理に係る指定管理者の指定について 
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日程第16 第15号議案 町道の路線認定について 

日程第17 第16号議案 令和６年度笠松町一般会計補正予算（第８号）について 

日程第18 第17号議案 令和６年度笠松町一般会計補正予算（第９号）について 

日程第19 第18号議案 令和６年度笠松町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につい

て 

日程第20 第19号議案 令和６年度笠松町介護保険特別会計補正予算（第５号）について 

日程第21 第20号議案 令和７年度笠松町一般会計予算について 

日程第22 第21号議案 令和７年度笠松町国民健康保険特別会計予算について 

日程第23 第22号議案 令和７年度笠松町後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第24 第23号議案 令和７年度笠松町介護保険特別会計予算について 

日程第25 第24号議案 令和７年度笠松町水道事業会計予算について 

日程第26 第25号議案 令和７年度笠松町下水道事業会計予算について 
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開会 午前10時00分  

○議長（伏屋隆男君） ただいまの出席議員は10名で、定足数に達しております。よって、令和

７年第１回笠松町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおり定めました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（伏屋隆男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第103条の規定により、次の２名を指名いたします。 

１番  伊 神 和 弘 議員  

６番  間 宮 寿 和 議員  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  日程第２ 会期の決定について 

○議長（伏屋隆男君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から３月19日までの16日間といたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、会期は16日間と決定いたしました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  日程第３ 諸般の報告について 

○議長（伏屋隆男君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 事務局長より報告いたさせます。 

○議会事務局長（佐々木正道君） 監査委員より、１月16日、17日、20日に実施されました令和

６年度定期監査の結果報告、令和６年度12月分の例月現金出納検査の結果報告がありましたの

で、その写しをお手元に配付させていただきました。 

○議長（伏屋隆男君） 次に、理事者の報告を求めます。 

 古田町長。 

○町長（古田聖人君） 工事請負契約の締結で、道路（路面排水）改修及び（側溝蓋）修繕工事、

道路（舗装）修繕工事、以上２件であり、契約金額、契約の相手方、工事内容など詳細につき

ましては、お手元の議案資料１ページから２ページをお目通しください。 

 また、令和６年度羽島郡二町教育委員会点検評価報告書について岐南町より報告されました

ので、お手元に配付させていただきました。以上であります。 

○議長（伏屋隆男君） 以上、御了承願います。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  日程第４ 第３号議案から日程第26 第25号議案までについて 

○議長（伏屋隆男君） 日程第４、第３号議案から日程第26、第25号議案までの23議案を一括し

て議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。提案の順序に従い、順次説明願います。 

 古田町長。 

○町長（古田聖人君） 本日ここに令和７年第１回笠松町議会定例会の開会に当たり、町政に対

する基本的な考え方を申し述べるとともに、新年度予算の概要について御説明を申し上げます。 

 まず令和７年度の位置づけについてでありますが、我が国の経済はコロナ禍からの回復過程

にあり、特に大企業を中心に33年ぶりとなる高水準の賃上げが実現し、多くの企業で７％を超

える賃上げとなり、雇用、所得環境は改善傾向にあります。また、インバウンド需要の回復や

大阪・関西万博の開催に向けた設備投資の増加など、明るい兆しも見え始めています。しかし

ながら、国際情勢に起因するエネルギー価格の高止まりや円安の影響により、食料品や生活必

需品の価格上昇が続いており、名目賃金は上昇しているものの物価上昇率を下回る状況であり、

実質賃金は依然としてマイナスとなっており、消費者の生活防衛意識が強まる中、個人消費の

本格的な回復には時間を要する状況と言えます。 

 このような中、政府は、全世帯の賃金、所得増加を最重要課題とし、「日本経済・地方経済

の成長」、「物価高の克服」、「国民の安心・安全の確保」を柱とする総合経済対策を実施し、

併せて「経済・財政新生計画」に基づき、プライマリーバランスの早期黒字化実現を含めた財

政健全化に取り組むものとしております。当町の今後の財政見通しについては、物価高騰によ

る消費低迷が懸念される中、自主財源である税収の大幅な増加は厳しい状況が予想されます。 

 一方で、歳出面では、社会保障関連費の増加に加え、人件費や光熱費の上昇、道路や公共施

設の維持管理費など確実な支出の拡大が見込まれ、事業実施に当たり、国や県の補助金をはじ

めとする特定財源の確保を念頭に進めておりますが、起債の発行や各種基金の繰入れに頼らざ

るを得ない状況であり、今後も高い水準で経常経費の増加が見込まれるなど、一層厳しさを増

す状況が続くことが予想されております。 

 しかしながら、財政の健全化を維持しつつ、財政難を理由とした政策の停滞は避けねばなり

ません。そのため、町民ファーストの視点で選択と集中を徹底し、限られた財源の中で効果的

な施策を展開することで、多くの町民に笠松町に生まれてよかった、住んでよかったと実感し

ていただける持続可能なまちづくりに取り組むことが私に課せられた使命であると考えており

ます。 

 それでは、新年度予算編成における各種施策の展開の考え方について御説明いたします。 

 笠松町は、愛知県との重要な交通の結節点として、岐阜の南の玄関口という特異な地理的優
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位性を有しております。この立地条件を最大限に活用し、人材誘致（ヒト）、産業振興（モ

ノ）、経済活性（カネ）の３要素を戦略的に町へ呼び込む地方創生を推進してまいります。具

体的な施策として、笠松町が持つ固有の地域資源や歴史的資産、文化的特色を掘り起こし、こ

れらを効果的に活用したまちのブランディングを展開してまいります。ブランディングは、他

地域との差別化を図り、笠松町ならではの独自の魅力と存在感を広く発信することができ、定

住人口の増加や地域経済の活性化につなげることで笠松町独自の発展モデルを構築し、未来に

向けた着実な成長を目指してまいります。 

 とりわけ私の掲げるまちのブランディングの実現に向けて、さらなる自治体ＤＸの推進、魅

力向上とにぎわい創出、こども政策の充実、安心・安全なまちづくりの４つを重点項目に掲げ、

第６次総合計画の事業展開に合わせて、町の将来展望を実現すべき事業に集中投資し、さらな

るまちの活性化を目指すものといたしました。 

 これらの方針を基に編成した令和７年度の歳入歳出予算額につきましては、一般会計が84億

6,600万円、国民健康保険特別会計が19億8,470万円、後期高齢者医療特別会計が４億215万

8,000円、介護保険特別会計が24億3,711万2,000円、水道事業会計５億5,288万8,000円、下水

道事業会計14億2,771万3,000円、一般会計、特別会計、各種企業会計を合わせた合計は152億

7,057万1,000円となり、総額につきましては、前年度と比較して6.88％の増となりました。 

 このうち、一般会計につきましては、前年度比12.28％の増となっています。また、国民健

康保険特別会計については5.76％の減、後期高齢者医療特別会計については1.57％の増、介護

保険特別会計については10.97％の増となっております。また、公営企業会計の水道事業会計

については0.74％の増、下水道事業会計については4.82％の減となりました。 

 それでは、４つの重点項目に基づき、特に注力して取り組む事業を中心に御説明申し上げま

す。 

 初めに、さらなる自治体ＤＸ推進では、「進化する行政、ＤＸで地域を豊かに！」をキャッ

チコピーに掲げ、ＤＸを単なるデジタル化ではなく、地方行政が抱える様々な課題を解決する

ための重要な手段として位置づけ、行政手続のオンライン化などによる住民サービスの向上と

ＡＩなどを活用した業務効率化による職員の働き方改革の２つを同時に推進することで、住民

の利便性向上と行政運営の効率化を実現し、自治体ＤＸのトップランナーを目指してまいりま

す。 

 町のＤＸ推進マネジメントを専門的知見から補佐するＣＩＯ（最高情報責任者）補佐官とし

て、「ＤＸ推進担当マネジャー」と併せて、今後の職員不足の解消に大きな寄与が期待される

ＡＩの活用方法を探るべく、「自治体ＡＩ活用アドバイザー」の２名を外部人材より登用し、

ＤＸ推進計画の策定や事務の進め方を抜本的に見直し、再構築を図ることにより職員の業務負

担を軽減し、やりがいを高めるとともに、時間外勤務の削減を実現します。 
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 また、ＬＩＮＥを活用したオンライン窓口システムを導入し、誰にとっても使いやすく、住

民に寄り添った行政窓口を開設いたします。申請の都度、来庁する必要がなくなるとともに、

数多くあるオンライン申請の入り口を一本化し、誰もが迷わず操作できるよう住民サービスの

向上を図ります。 

 次に、魅力向上とにぎわい創出では、「町の魅力を再発見、未来につなぐにぎわいへ！」と

して、地域の魅力を引き出し、まちの活性化を図るための様々な取組を実施いたします。企業

版ふるさと納税を活用して、ＮＰＯ法人や市民活動、ボランティア団体などが実施する地域課

題の解決につながる事業を支援し、町と各種団体が共創して課題解決力や魅力の向上に取り組

んでまいります。 

 また、「都市・地域再生等利用区域」に指定された笠松みなと公園や大型複合遊具のある運

動公園、名馬・名手の里「笠松競馬場」などにおいて、かさマルシェやリバーサイドカーニバ

ルに続き、仮装の宴やナイトバブルフェスといった新たなイベントを実施し、非常に多くの集

客成果を上げております。引き続き、新たな活性化イベントを開催することにより、にぎわい

のあるまちづくりを推進してまいります。 

 加えて、令和６年秋より開始したショート動画によるＳＮＳ情報発信を継続し、広く若い世

代に向けた町の魅力発信を強化するとともに、地域振興やシビックプライドの醸成を図るロケ

誘致を実現するため、関係団体のセミナーへの参加や映像関係者へのトップセールスを実施い

たします。 

 そのほか、歴史未来館の開館10周年を記念した企画展による歴史や文化、科学の情報発信、

10月に開催される第37回全国健康福祉祭ぎふ大会（ねんりんピック岐阜2025）におけるグラウ

ンド・ゴルフふれあいスポーツ交流大会の開催、ＦＣ岐阜や岐阜スゥープス、ＪＡぎふリオレ

ーナなど、県内プロスポーツチームと連携したプロモーション活動を展開してまいります。 

 続いて、こども政策の充実では、「未来を創る、こどもたちの笑顔と共に！」と掲げ、子ど

もたちの心身の健全な育成を促す環境の整備に加え、いつでもどこでも学び、活動することを

保証する施策の充実を図ってまいります。 

 全ての妊婦、子育て世帯、子どもたちに対して一体的に相談支援を行う「こども家庭センタ

ー」を新たに設置し、不安や負担を抱えた子育て家庭への訪問、講義やグループワークを通じ

て、妊産婦及び乳幼児の健康の保持増進、子どもたちの心身の健やかなる成長を支える環境づ

くりに包括的な支援を行います。 

 また、子育て家庭の経済的支援並びに子育てしやすい環境づくりを一層推進するため、子ど

もに係る医療費助成の対象年齢をこれまでの中学生世代までから高校生世代までに拡大いたし

ます。 

 そのほかにも、子どもたち一人一人の力を最大限に引き出し、創造性を育む教育、ＩＣＴ環
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境実現するため、ＧＩＧＡスクールタブレットの更新や小・中学校における防犯対策強化とし

て、新たに設置する防犯カメラにより児童・生徒たちの安全の確保、カーボンニュートラルの

実現に向けた教育環境の整備として、各小学校に引き続いて、笠松中学校の教室の照明のＬＥ

Ｄ化を実施いたします。 

 加えて、物価高騰に伴い、学校給食で使用する食材も値上げしており、これまでの給食費で

は十分な栄養や量を確保した給食を提供することが難しくなっていますので、食材の値上げ分

に対する費用を町が負担することにより、学校給食費を値上げせずに栄養のバランスや量を保

ったおいしい給食を提供できるように努めてまいります。 

 最後に、安心・安全なまちづくりとして、「ともに創る、ずっと住みたい安全のまちを！」

をキャッチフレーズに、災害に強い安全な都市基盤の整備と自然と調和した快適な生活環境を

充実させ、誰もが安心して暮らせる持続可能なまちづくりを進めてまいります。 

 防災行政無線戸別受信機は、平成９年の無線放送開始からアナログ無線機が使用され続けて

いますが、設備などの老朽化に伴い、戸別受信機を介した放送の継続停止が懸念され、停電時

や携帯電話などの通信障がい発生時においても、災害時に支援を要する世帯に最低限の情報を

発信できるよう、再送信子局２局と親局のデジタル化を実施いたします。 

 また、地域における消防防災のリーダーである消防団が使用するマニュアル車の可搬消防ポ

ンプ積載車を、若い消防団員の意見を取り入れ、現行の普通運転免許でも運転可能かつ容易と

なるＡＴ車、オートマチック車の軽自動車に更新いたします。 

 加えて、新たな道路整備として、羽島用水パイプライン上部利用を継続して整備するととも

に、今後の調整区域部分に着手するため設計業務を実施いたします。また、緊急自然災害防止

対策事業債を活用して、主要道路を雨天時でも水はけがよく、スリップしにくい安全な道路、

排水性を高める改修を実施します。 

 さらに、空き家の対策を総合的に推進するものとして、令和７年度から空家等除却費支援事

業費補助金の対象の空き家を見直し、構造、または設備が著しく不良である空き家の除却を取

り組みやすくするとともに、空き家対策相談会も年間を通して継続的に開催し、安全で魅力あ

る住居環境の維持を図ってまいります。 

 そのほかに、年間を通して非常に多い運行本数となっている公共施設巡回町民バスの消耗が

激しく、年々修繕費が増加しておりますので、減価償却が完了する令和８年度に新たな車両へ

と更新し、安全な運行体制を確保してまいります。 

 以上、私の所信の一端と令和７年度の主要事業を述べましたが、本日提出いたしました各案

件につきましては、議事の進行に従いまして、順次その理由、内容などについて御説明いたし

ますので、慎重に御審議の上、適切なる議決を賜りますようお願い申し上げます。 

 本日提出させていただきました案件は、笠松町空家等適正管理審議会設置条例の一部を改正
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する条例ほか10件の条例案件11件、笠松町多目的運動場の管理に係る指定管理者の指定、町道

の路線認定、令和６年度笠松町一般会計補正予算（第８号）ほか３件の補正予算４件、令和７

年度笠松町一般会計予算ほか５件の当初予算６件、以上23件であります。 

 案件につきましては、副町長より詳細説明いたさせますので、御審議の上、議決賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 私からは以上です。 

○議長（伏屋隆男君） 村井副町長。 

○副町長（村井隆文君） それでは、順次御説明を申し上げます。 

 議案書の１ページ、議案資料では５ページの第３号議案 笠松町空家等適正管理審議会設置

条例の一部を改正する条例についてであります。 

 こちらの議案資料の５ページを御覧いただきたいと思います。 

 空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律（令和５年法律第50号）におい

て、適正な管理がなされておらず、そのまま放置すれば特定空家等になるおそれのある空き家

を管理不全空家とし、その措置に関する規定が設けられました。これによりまして、現在特定

空家を対象としております現条例の規定を管理不全空家にも適用できるよう改正をするもので

ございます。 

 内容といたしましては、空家等対策の推進に関する特別措置法第13条第２項において、管理

不全空家等の所有者等に対し、修繕、立木竹の伐採、その他の必要な具体的措置について町が

勧告を行うことが規定されました。これに伴いまして、現在、特定空家に対する措置を審議の

対象としております笠松町空家等適正管理審議会の規程について、管理不全空家に対する措置

も審議の対象となるよう、その所掌事務に関する規定を改正するものでございます。 

 第１条の関係では、審議会設置の趣旨を特定空家等の審議から特別措置法全般に関する必要

な措置の審議に改正をいたします。 

 第２条の関係では、審議会の所掌事務といたしまして、特別措置法第13条（特定空家）及び

22条（管理不全空家）に基づく措置を規定することといたします。 

 なお、施行期日は、公布の日からであります。 

 続きまして、議案書の２ページから３ページ、議案資料では６ページから７ページにわたり

ます第４号議案 笠松町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

であります。 

 仕事と育児・介護を両立できる職場環境の整備のため、育児休業、介護休業等育児又は家族

介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律が

令和６年５月31日に公布されましたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 議案資料のほうは６ページを御覧いただきたいと思います。 
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 今回２つの改正をさせていただきます。 

 まず１つ目は、第８条の４の関係で、育児を行う職員の時間外勤務の制限に関する改正でご

ざいます。本人の請求があった場合、時間外勤務をさせてはならない職員の要件につきまして、

現在養育する子の範囲を３歳に満たない子といたしておりますが、こちらを小学校就学の始期

に達するまでの子に拡大をするものでございます。 

 ２つ目は、７ページのほうをお開きいただきたいと思います。 

 仕事と介護との両立に資する制度、措置に関する規定を追加させていただくというもので、

家族が介護を必要とする状況に至った職員に、介護両立支援制度の個別の周知であるとか意向

確認を行う、そのほか研修の開催であるとか、相談窓口の設置等により両立支援制度に係る環

境の整備などを行うなど措置を講ずることとするものでございます。 

 施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

 続きまして、議案書の４ページ、議案資料では８ページにございます第５号議案 笠松町職

員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例についてであります。 

 仕事と育児・介護を両立できる職場環境の整備のため、育児休業、介護休業等育児又は家族

介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律が

令和６年５月31日に公布されたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 こちらは、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正

に伴い、本条例中引用いたしております条項の修正を行うというものでございます。 

 施行期日は、令和７年４月１日であります。 

 続きまして、議案書の５ページから６ページ、議案資料では９ページから13ページにわたり

ます第６号議案 笠松町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてであります。 

 令和６年の人事院勧告に基づく一般職の給与改定等に伴い、12月議会での改正に加え、新た

に通勤手当等諸手当について一部を改正させていただくものでございます。 

 議案資料のほう、９ページを御覧ください。 

 今回２つの改正をさせていただきます。 

 １つ目は、第11条の関係で通勤手当でございます。 

 長距離通勤をする職員の経済的負担を軽減するため、１か月の支給限度額を５万5,000円か

ら15万円に引上げするものでございます。 

 続きまして、議案資料の10ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 ２つ目は、第17条の２の関係で、管理職員特別勤務手当の改正でございます。 

 平日における管理職員特別勤務手当の支給対象時間帯が午前０時から午前５時であったもの

が、午後10時から午前５時までに先般12月議会で改正をさせていただいたところでございます。

これに伴いまして、６時間を超える勤務が発生した場合に、100分の150を乗じた額を支給する
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規定を平日にも適用できるよう改正させていただくというものでございます。現在の条例にお

きましては、週休日等については規定がございますが、平日についての規定がございませんで

したので、今回そのような規定を加えさせていただくという内容になっております。 

 施行期日は、令和７年４月１日からでございます。 

 なお、こちらの条例の改正附則第２項におきまして、笠松町企業職員の給与の種類及び基準

に関する条例中の管理職員特別勤務手当に関する改正を、また同第３項におきましては、笠松

町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例中の通勤に係る費用弁償に関する規定を

改正させていただいているところでございます。 

 続きまして、議案書の７ページ、議案資料では14ページになります。 

 第７号議案 笠松町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例についてであります。 

 こちらは、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律整備に

関する法律により栄養士法の一部が改正されまして、管理栄養士養成施設卒業者に係る管理栄

養士国家試験の受験資格となっている栄養士の免許取得が不要となることに伴い、規定の整備

を行うものであります。 

 現在は、栄養士であることが受験資格となっております管理栄養士の国家試験の要件が緩和

されまして、管理栄養士養成施設の卒業者であれば受験ができるようになることから、結果と

いたしまして、栄養士の免許を持たない管理栄養士が存在することとなります。そのため、第

４条に規定しております職員の種別について、栄養士に管理栄養士を追加させていただくとい

う改正を行います。 

 施行期日は、令和７年４月１日からであります。 

 続きまして、議案書の８ページから９ページ、議案資料では15ページから17ページにわたり

ます第８号議案 笠松町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例についてであります。 

 こちらは、子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府省令中の特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一

部改正に伴い、所要の規定整備を行うものでございます。 

 町においては、こういった国において基準などが定められ、その基準に基づいて条例でそれ

を定めるというような状況になっておる事務事業がございます。その中の一つでございます。

基本的には示された基準に合わせるような形で基準を定めさせていただくという内容になって

ございます。中身が大変分かりづらい条例の改正になっておりますので、ちょっと丁寧にはお

話ししたいと思いますが、まず今回３つの改正をされます。 

 １つ目が保育内容支援に係る連携施設の見直しということで、こちらは16ページのほう、議

案資料を御覧いただきたいと思います。 
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 こちらは第42条の第２項、第３項に関する部分でございますが、基本的にはこういう連携施

設を確保しなきゃならないよということを言っているんですけれども、特に要件を満たす場合、

確保することが困難である場合には、確保しないことができるという規定を追加されます。具

体的には、特定地域型保育事業者による保育内容支援の提供に係る連携施設の確保が著しく困

難と認める場合であって、以下の掲げる要件を全て満たすと認めるときには、確保しないこと

ができるというような規定を置くものでございます。 

 ２つ目が代替保育に関する連携施設の見直しということで、こちらも同じく、その下、第４

項が該当するんですが、代替保育の提供に係る連携施設の確保が困難であると認められる場合

において、特定地域型保育事業者による連携協力を行うものの確保の促進のために必要な措置

を講じてもなお確保が著しく困難であるというときは、同じく確保しないことができるという

ような規定を設けております。これは国において、基の法律がこういったことを求めておるん

ですが、各地域に応じてそういった体制を取ることが非常に困難な状況があるということで、

改めてこのような見直しがなされてきているということでございます。 

 その次、３つ目がこういった連携施設の経過措置の延長ということで、こちらは17ページの

附則第５項が該当するんですけれども、連携施設を確保しないことができる経過措置の期限を

５年延長しまして、10年経過する日までと言っておりましたのを15年経過する日まで５年間延

長されるという状況にございます。 

 いろんな認識の中で、延長をずっとしていっても確保できないのであれば、そもそも基を見

直す必要があるんじゃないかとかいろんな議論が国のほうではなされておりますけれども、今

回こういったような見直し、併せて経過措置期間の延長をすることによって対応していこうと

いうことで基準が改められましたので、当町の条例においても同様の見直し、改正を加えさせ

ていただくという内容のものでございます。 

 そして、これだけ説明しておいた後に何なんですが、笠松町においては、特定事業型保育事

業所、家庭保育を実施する事業所は現在のところはございません。 

 なお、施行期日については、令和７年４月１日からでございます。 

 続きまして、議案書の10ページから11ページ、議案資料では18ページから20ページにわたり

ます。 

 第９号議案 笠松町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例についてであります。 

 第８号議案の条例と同様の改正でございます。内容といたしましては、保育内容支援に係る

連携施設の見直し、代替保育に係る連携施設の見直し、あと連携施設の経過措置の延長、この

３つの見直しを行わせていただいております。 

 そして、この条例はもう一つ改正がございまして、先ほど第７号議案、学校給食センターの
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設置条例の中で、栄養士の資格についてのお話をさせていただきました。こちらはそのくだり

が出てまいりまして、20ページの第16条の中で管理栄養士の追加をさせていただくということ

で、新旧を御覧いただきますと、旧は「栄養士」だけであったものが改正後には「栄養士又は

管理栄養士」ということで、先ほどの第７号議案と同様の改正をさせていただいております。

こちらも同様に、該当する事業所は現在笠松町にはございません。 

 施行期日については、令和７年４月１日からでございます。 

 続きまして、議案書の12ページから13ページ、議案資料の21ページから26ページにわたりま

す第10号議案 笠松町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてであります。 

 令和７年度国民健康保険税率の改正等を行うため、所要の規定整備を行うものであります。 

 こちらは議案資料の26ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 笠松町の国民健康保険税率につきましては、国民健康保険事業の県単位化に伴い、平成30年

度以降、基金を活用して急激な税率上昇の抑制に努めながら、市町村標準保険料率との乖離解

消を図ってきたところでございます。令和６年度からは、医療給付費分、後期高齢者支援分、

介護納付金分、いずれも標準保険料率に合わせた税率としているところでございまして、令和

７年度におきましても標準保険料率に合わせた税率とするものでございます。改正後の税率に

ついては、標記のとおりでございます。 

 また、併せて災害等に係る保険税減免申請期限、第27条の２項についての改正をさせていた

だいておりまして、こちらは保険税の減免申請書の提出期限について、通常は納期限７日前ま

でとなっておりますが、これにただし書を付すことで、災害等やむを得ない理由があると認め

られる場合にはこの限りでないという規定を追加させていただくことといたしました。 

 施行期日は、令和７年４月１日からでございます。 

 続きまして、議案書の14ページから17ページ、議案資料では27ページから29ページにわたり

ます第11号議案 笠松町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例についてであります。 

 水道法施行令の一部改正及び水道施行規則の一部改正におきまして、水道行政に携わる職員

の確保を目的に、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件が緩和されたため、これに準

じて資格要件を改正するものでございます。 

 議案資料の27ページを御覧いただきたいと思います。 

 まず第３条の関係では、布設工事監督者の資格について、実務経験年数の短縮化、あと学歴

要件に土木工学科以外、機械科、電気科、またはこれに相当する課程を追加されております。

ちょっと分かりやすいところでいきますと、一番上のところが２年以上の経験というところを

１年６か月以上であるとか、第７号のところでは10年以上であったものを５年以上とか、それ

ぞれ実務年数の短縮化を図ったり、あと要件の緩和をしているというところでございます。い
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ずれもこのところの人材不足等々ということで、職員の確保を目的にこのような緩和がなされ

たというものでございます。 

 同様に、条例の第４条におきましては、水道技術管理者の資格についても同じような改正を

させていただいているところでございます。 

 施行期日は、令和７年４月１日でございます。 

 続きまして、議案書の18ページ、議案資料では30ページになります。 

 第12号議案 笠松町下水道条例の一部を改正する条例についてであります。 

 下水道法施行令の一部改正におきまして、公共下水道の水質基準の指標に関し、大腸菌群数

からより正確な指標である大腸菌数に改正されたことに伴い、条例内の引用用語を改正するも

のでございます。 

 第12条中に引用しております「大腸菌群数」という用語を「大腸菌数」に改めさせていただ

きます。 

 施行期日は、令和７年４月１日からでございます。 

 続きまして、議案書の19ページから21ページ、議案資料では31ページにわたります第13号議

案 笠松町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例につい

てでございます。 

 議案資料の31ページを御覧ください。 

 非常勤消防団員の処遇改善を図るため、消防団員退職報償金の支給額につきまして、現在の

最上額である勤続30年以上の区分の上に、新たに勤続35年以上の区分を追加するものでござい

ます。 

 なお、支給額につきましては、表記のとおりでございます。 

 こちらの施行期日は令和７年４月１日で、施行日以後に退職をされました団員から適用させ

ていただくというものでございます。 

 続きまして、議案書の22ページになります。 

 第14号議案 笠松町多目的運動場の管理に係る指定管理者の指定についてであります。 

 笠松町多目的運動場の管理については、平成25年４月から指定管理者を３年ごとに指定して

行っており、この３月31日をもって指定期間である３年が満了することになります。これに伴

いまして、地方自治法第244条の２第３項の規定に基づき、令和７年４月以降も引き続き指定

管理者に管理を行わせるため、同条第６項の規定に基づき、指定管理者の指定に当たり地方議

会の議決を求めるものであります。 

 指定管理者に管理を行わせる公の施設は、笠松町多目的運動場Ａ（天然芝）、江川の堤外に

ございます。同じく多目的運動場Ｂ（人工芝）、同じく江川堤外に所在しております。 

 指定管理者として指定する団体は、名称、一般財団法人岐阜県サッカー協会。主たる事務所
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の所在地は、岐阜市六条大溝３丁目８番地の13号。代表者の職、氏名は、会長 辻博文。指定

の期間につきましては、令和７年４月１日から令和10年３月31日までの３年間であります。 

 続きまして、議案書の23ページ、議案資料では32ページ、33ページにわたります第15号議案

 町道の路線認定についてであります。 

 道路法第８条の規定により、町道の路線認定について、町議会の議決を求めるものでありま

す。 

 今回、長池字宮代地内及び無動寺字定広地内の宅地開発により設置されました私有道路につ

いて、町道編入審査会におきまして、道路の形状及び構造の基準に適合しているかどうか等、

適否について審査を行った結果、町道に編入することとするものであります。 

 今回は２路線を認定するというもので、議案資料の32ページのほうに詳細を表示させていた

だいております。 

 整理番号3281番、路線名は長池23号線、起点は長池、終点は長池でございます。場所は、長

池字宮代地内、延長は52.8メートル、道路の幅員は6.0メートルから11.7メートルでございま

す。 

 ２つ目は、33ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 整理番号1230番、路線名は無動寺14号線、起点は無動寺、終点も無動寺でございます。場所

は無動寺字定広地内、延長は39.3メートル、幅員は6.0メートルから11.7メートルであります。 

 続きまして、議案書の24ページから27ページにわたります。 

 第16号議案 令和６年度笠松町一般会計補正予算（第８号）についてであります。 

 補正額は、697万7,000円の増額補正であります。 

 27ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 今回、第９款 教育費、第２項 小学校費、第１目 学校管理費において、12節 委託料で

設計委託料といたしまして697万7,000円を計上させていただきました。 

 こちらは、笠松小学校南舎の雨漏りに伴う工事設計業務を委託するもので、中舎２階の集会

室を普通教室２部屋に改修する工事の設計業務委託のほか、雨漏りの調査、改修工事設計業務

等委託をさせていただくというものでございます。 

 係る財源につきましては、財政調整基金からの繰入金697万7,000円をもって充てさせていた

だきました。 

 26ページをお開きいただきたいと思います。 

 あわせて、こちらの事業は、来年度にもわたる事業となりますので、繰越明許費の補正も併

せてさせていただいているところでございます。 

 続きまして、議案書の28ページから44ページにわたります第17号議案 令和６年度笠松町一

般会計補正予算（第９号）についてであります。 
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 補正額は1,477万5,000円の増額補正であります。 

 今回の補正内容につきましては、今年度の事業の確定、精算に伴い、不用額ですとか契約差

金等を補正させていただくというものが主になってございます。主な内容について順次御説明

をさせていただきます。 

 まず歳出のほうから御説明をいたします。 

 39ページをお開きください。 

 こちらの歳出の２款 総務費の１項 総務管理費、その中の６目 防災対策費でございます

が、こちらのほうは備品購入費ということで、機械器具費1,485万2,000円を計上させていただ

いております。 

 こちらは、先ほど冒頭、町長の挨拶の中でも申し上げたように、避難訓練、いろいろ地域ぐ

るみで実施していきたいということで、今回新しい地方経済・生活環境創生交付金に地域防災

緊急整備型というようなメニューがございまして、こちらのほうを活用しながら避難所の備品

購入等を行っていきたいということで、具体的には、能登半島地震において発災初動時におけ

る対応が非常に重要であるというようなことを認識したところでございます。 

 このようなことを踏まえて、避難所の職員であるとか地域の住民の皆さん、避難者の方を含

めてですが、共に避難所における初期対応等を実施するため、初動期に必要なパーティション

であるとか簡易ベッド、給水タンクのほか、それを保管する備蓄庫及び地震発生時に自動解除

されるキーボックスを避難所となる小・中学校に整備をしてまいります。こういった整備をし

た資機材を活用しまして、防災訓練等を実施いたしまして、日頃から発災に備えた対策を実施

していきたいというふうに考えてございます。 

 こちらのほうも翌年度の繰越事業ということで、併せて繰越しの明許を行わせていただいて

おります。 

 事業に係る財源につきましては、冒頭申し上げた新しい地方経済・生活環境創生交付金、こ

ちらは国のものでございますが、742万6,000円、そのほか県の防災備品整備事業補助金50万円、

あと企業版のかさまつ応援寄附金50万円も活用させていただきまして、こういった事業を実施

していきたいと考えております。 

 続きまして、同じく総務費の中の２項 企画費、１目 企画総務費の委託料でございますが、

まちづくり調査研究業務委託料ということで、こちらは310万5,000円の減額をさせていただい

ております。こちらは、当初は町単独で委託予定でございましたが、この業務調査について、

岐南町と共同で調査実施及び業務委託することによった減額でございます。 

 続きまして、４項 戸籍住民基本台帳費の１目 戸籍住民基本台帳費でございます。こちら

も委託料で、12節の委託料、戸籍システム改修委託料ということで550万円減額させていただ

きました。戸籍情報システム及び戸籍附票システムに係る標準化対応事業の始める時期が遅延
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をしてきまして、改修委託業務の実施時期が全て令和７年度になったことによる減額でござい

ます。 

 財源として全額交付を見込んでおりましたデジタル基盤改革支援補助金、こちらは国の補助

金でございますが、こちらのほうも同額減額させていただき、令和７年度の予算へと計上をし

直しさせていただいているところでございます。 

 続きまして、40ページの第３款 民生費、第２項 児童福祉費の１目 児童措置費でござい

ます。 

 こちらのほうは、負担金補助及び交付金で2,214万3,000円増額をさせていただいております。

主に町内の４保育所、園の負担金でございまして、公定価格の改定に伴う施設型給付費の増額

によるものでございます。各所、園ごとの金額については表記のとおりでございます。 

 続きまして、41ページをお開きいただきたいと思います。 

 こちらは、第４款 衛生費、第１項 保健衛生費の第２目 予防費でございますが、こちら

のほうで補償補填及び賠償金ということで22万7,000円を増額させていただいております。こ

ちらは、令和４年７月に新型コロナワクチンを接種されました方の健康被害が発生しまして、

この方に係る医療手当等を給付させていただいております。令和６年度当初には43万円を計上

させていただいたところでございますが、療養が継続しているということで、今回不足する22

万7,000円を増額補正させていただいたという内容になってございます。 

 なお、こちらに係る財源につきましては、全額、国からの予防接種健康被害給付費負担金を

充てさせていただいております。 

 続きまして、42ページを御覧ください。 

 第７款 土木費、第２項 道路橋梁費の第１目 道路維持費でございます。 

 こちらのほうの14節の工事請負費で、側溝舗装等修繕工事請負費ということで460万8,000円

を増額させていただいております。上水道管の埋設工事に合わせまして、松栄町朝日町１号線

の舗装修繕を行うことによる増額でございます。こちらも繰越明許の対応をさせていただいて

おります。 

 係る費用の財源については、緊急自然災害防止対策事業債を活用して実施をさせていただく

ものでございます。 

 その下、第３目 交通安全対策費では、負担金補助及び交付金で街路灯維持管理補助金とし

て３万9,000円を増額させていただいております。こちらは、上本町及び下本町の町内会の街

路灯の修繕の増加に伴う維持管理補助金を増額させていただくというものでございます。当初

は４基ほどの修繕基数を見込んでおりましたが、９基修繕が必要となったことに伴うものでご

ざいます。 

 続きまして、43ページをお開きいただきたいと思います。 
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 第７款 土木費の３項 河川費の１目 河川維持費でございます。 

 こちらのほうは委託料で、内水浸水対策検討業務委託料ということで、金額のほうがちょっ

と大きゅうございます。1,220万5,000円を減額させていただいております。こちらは、内水浸

水対策検討業務委託のうち、財源として見込んでおりました社会資本整備総合交付金のほうの

内示率が60％ということであったため、委託業務の内容の見直しを行いまして減額をさせてい

ただいております。減額した事業につきましては、令和７年度以降に実施することとし、その

ように予算措置させていただいておるところでございます。 

 続きまして、同じく43ページの９款 教育費、第１項 教育総務費の第１目 教育総務費で、

こちらのほうは18節の負担金補助及び交付金で教育給付費等負担金512万8,000円を増額させて

いただいております。こちらは、幼稚園及び認定こども園の施設型給付費、こちらも公定価格

の改定に伴う増額でございます。双葉幼稚園ほか７施設に係る部分でございます。 

 こちらの財源につきましては、教育給付費負担金といたしまして、国からは206万円、県か

らは103万円、合わせてまた県の補助金33万8,000円を充当させていただいているところでござ

います。 

 その下、44ページの同じく教育費、第５項 保健体育費、学校給食費の中では、需用費のと

ころが増額の補正になってございます。これらにつきましては、物価高騰等に係る部分という

ことで、不足する予算を増額計上させていただいているところでございます。 

 それから、44ページの第11款 諸支出金の第１項 基金費については、基金からの基金利息

を積立てすべく、それぞれ予算措置をさせていただいているところでございます。 

 その中で、第２目の減債基金費については、積立金が3,534万3,000円とちょっと金額のほう

が大きくなっております。こちらのほうは基金利息として11万6,000円、加えて交付税算入、

要は起債を打ちますと、よく申し上げるんですが、財政措置がありますということで交付税算

入されてくる部分がございまして、こちらは令和７年、令和８年分としまして3,522万7,000円

の交付税措置がございましたので、こちらの金額を合わせて基金のほうに積立てをさせていた

だくという補正内容になってございます。 

 続きまして、歳入について御説明を申し上げます。 

 33ページのほうにお戻りいただきたいと思います。 

 ちょっと歳入で触れさせていただかなかったものを主に御説明申し上げたいと思います。 

 一番上、第９款 地方特例交付金でございますが、こちらのほうは新型コロナウイルス感染

症対策地方税減収補填特別交付金ということで、663万円を収入見込みとして計上させていた

だきました。内容といたしましては、新型コロナウイルス感染症禍において、先端設備等に該

当する家屋とか償却資産に対する固定資産税の課税標準の特例という措置がございました。そ

ちらの措置に係る減収を補填するべく交付される交付金となってございます。 
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 その下、第10款 地方交付税は、普通交付税の確定、12月の再算定等がございまして確定い

たしましたので、今回１億2,800万円を増額計上させていただきました。 

 続きまして、35ページをお開きいただきたいと思います。 

 35ページ一番下になりますが、15款 県支出金、第１項 県負担金の第５目 県移譲事務交

付金、こちらについても移譲事務に係る交付金でございますが、交付金の確定に伴い54万

8,000円が受入れ見込みとなりましたので、増額計上をさせていただいております。 

 37ページを御覧いただきたいと思います。 

 第17款 寄附金、第１項 寄附金、第２目 総務費寄附金では、こちらは企業版のふるさと

納税の関係でございます。実額691万9,000円を増額させていただいております。 

 それから、その下の第18款 繰入金の第２項 基金繰入金では、第１目 財政調整基金繰入

を今回の補正に合わせていまして、財源に充てておりました基金繰入金を１億3,992万9,000円

減額させていただいたところでございます。 

 次、38ページを御覧いただきたいと思います。 

 第20款 諸収入、第４項 収益事業収入でございます。 

 こちらは収益事業収入といたしまして、岐阜県地方競馬組合益金収入ということで1,529万

9,000円を増額計上させていただいております。こちらのほうは、岐阜県地方競馬組合から生

じた収益金が構成団体へ配分されることによる増額収入でございます。今回配分の基礎額とい

たしましては、１億1,400万円が基礎額でございまして、このうちの配分割合、笠松町につい

ては19分の2.55が配分割合になってございます。こうしますと、1,530万円の益金収入が見込

めるということで計上させていただきました。 

 御参考までに、構成団体の配分割合ですが、岐阜県が19分の15、岐南町が19分の1.45、こう

いったような配分割合になってございまして、配分金はこれに基づいて配分がなされるという

ような状況になってございます。 

 続きまして、32ページにお戻りいただきたいと思います。 

 こちらは第２表、繰越明許費の補正でございます。 

 先ほど申し上げました防災備品の管理事業のほか、衛生費のごみ収集・処分事業で816万

2,000円を追加で計上させていただきました。こちらは、指定ごみ袋の製造保管業務の委託料

に係る業務でございまして、一括の製造納品から分割製造納品されるというようなことに伴う

補正の追加でございます。 

 その下、変更につきましては、道路修繕事業及び道路新設改良事業につきまして、それぞれ

事業費の補正等によりまして係る補正を計上させていただいているところでございます。 

 以上が一般会計の補正予算でございます。 

 続きまして、45ページから51ページにわたります第18号議案 令和６年度笠松町国民健康保
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険特別会計補正予算（第５号）についてであります。 

 補正額は、762万円の増額補正でございます。 

 こちらも本年度の事業費の確定とか精算に伴うものが主なものになっております。 

 50ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 歳出についてでございますが、一番下の諸支出金のところでは、返還金ということで56万

4,000円を計上させていただきました。こちらは、令和５年度の国保保険者努力支援交付金で

ありますとか、特定健康診査負担金の精算に伴う返還金が生じたものでございます。 

 また、今回基金利息であるとか、併せて余剰金なんかを基金に積み立てるということで、そ

の上、705万6,000円を積立金として予算措置させていただいているところでございます。 

 48ページにお戻りいただきまして、こちらの歳入につきましては、社会保障・税番号制度シ

ステム整備費補助金として64万3,000円の交付がございました。 

 また、その下、県から等々の交付金等の決定によって所要の補正をさせていただいている内

容になっております。 

 続きまして、議案書の52ページから60ページにわたります第19号議案 令和６年度笠松町介

護保険特別会計補正予算（第５号）についてであります。 

 補正額は、5,132万8,000円の減額補正でございます。 

 こちらも57ページの歳出から御説明申し上げたいと思います。 

 一番最初の総務費の一般管理費の中では、介護保険システムの改修が必要となるということ

で、情報センター委託料として５万円を増額させていただいております。 

 その下の手数料につきましては、要介護認定申請件数の増加に伴いまして、主治医意見書の

件数が増加しているということで、役務費の手数料を増額させていただいております。 

 今回補正の主たるものは、その下、保険給付費の中の３目 地域密着型介護サービス費とい

うことで、こちらは給付費の減に伴いまして4,215万9,000円を減額させていただいております。 

 また、併せて59ページのほうになるんですが、こちらのほうの保険給付費の中で、特定入所

者介護サービス費を1,026万4,000円減額させていただいているところでございます。 

 最後、ここの60ページの一番下、基金積立金といたしまして25万6,000円、基金利息相当分

を積立金として計上をさせていただいております。 

 55ページのほうへお戻りいただきたいと思います。 

 歳入につきましては、ほとんどが交付決定によるものと、あとただいま申し上げました保険

給付費の減額に伴って、それぞれ負担割合に応じて減額となってくるというような補正をさせ

ていただいているところでございます。 

 以上が介護保険の特別会計の補正になります。 

○議長（伏屋隆男君） 提案説明の途中ですが、11時25分まで休憩します。 
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休憩 午前11時10分  

再開 午前11時25分  

○議長（伏屋隆男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいまの出席は10名であります。 

 それでは提案説明の続きをお願いします。 

 村井副町長。 

○副町長（村井隆文君） それでは引き続きお願いをいたします。 

 令和７年度笠松町一般会計予算書、こちらの書類になりますが、こちらの１ページをお開き

ください。 

 第20号議案 令和７年度笠松町一般会計予算であります。 

 冒頭、町長が予算の要旨を申し上げましたので、なるべく重複しないように御説明を申し上

げたいと思います。 

 歳入歳出予算の総額は84億6,600万円、12.28％の増でございます。 

 詳細につきましては、後ほど予算主要事務事業説明書により御説明をさせていただきます。 

 予算書の９ページを御覧ください。 

 第２表の繰越明許費は、公共施設巡回町民バス運行事業の巡回町民バス車両２台を更新する

費用4,941万7,000円を翌年度にわたり実施する事業として計上をいたしております。 

 第３表の債務負担行為は、２か年にまたがる計画策定に係るもので、障がい者計画等の策定

で247万2,000円、ごみ収集・処分事業として一般廃棄物処理基本計画の策定で575万3,000円を

設定させていただいております。 

 予算書の10ページを御覧ください。 

 第４表は地方債で、道路新設改良事業として2,810万円、交通安全施設整備事業として80万

円、以下全体で６つの事業におきまして、総額では１億4,040万円を予定いたしております。

昨年度と比べまして6,480万円減少をしているところでございます。 

 それでは、主要事務事業の説明書により主な項目について御説明を申し上げます。 

 こちらの説明書のほうを御覧いただきたいと思います。 

 １ページをお開きください。 

 第１款 町税、第１項 町民税、第１目 個人は、昨年度より3.76％、4,640万円増の12億

8,200万円を計上いたしました。 

 現年度課税分の均等割は、納税義務者数で180人増の１万1,783人を見込み、60万円増の

3,480万円を計上いたしました。 

 所得割につきましては、令和６年度課税実績に勤労統計調査の民間賃金の伸び率を参考に推

計いたしまして、ふるさと納税の増加や住宅ローン控除の特例期間の延長などによる税額控除
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を見込みまして、4,530万円増の12億3,520万円を計上いたしました。 

 第２目の法人は、3.75％、420万円増の１億1,620万円を計上いたしました。均等割は、昨年

度と同数の622社を課税法人として見込んでおりますが、従業員数等の変更による課税区分の

変更などもございまして、総額といたしましては190万円減の5,610万円、法人税割は、令和６

年度実績により600万円増の5,980万円を計上いたしました。 

 第２項の第１目 固定資産税は、4.11％、5,060万円増の12億8,120万円を計上いたしました。

現年課税分の土地は、農地から宅地、あるいは雑種地等への転用により160万円増の５億6,080

万円を計上、家屋につきましては、新増築125棟を見込み、3,400万円増の５億6,790万円を計

上いたしました。償却資産につきましては、令和６年度実績に中小製造業設備投資動向調査を

参考に推計し、1,200万円増の１億4,050万円を計上させていただいております。 

 第３項 軽自動車税は、5.52％、322万円増の6,158万円を計上いたしました。 

 第１目の環境性能割は、賦課台数を42台増の163台を見込み、348万円といたしております。 

 第２目 種別割は、令和６年度の登録台数に過去３年間の平均増減率を乗じまして、課税台

数は183台増の6,785台と見込み、税額では220万円増の5,760万円を計上させていただいており

ます。 

 第４項の町たばこ税は、令和６年度の実績等を基に推計をいたしまして、こちらは前年度同

額でございますが、１億3,330万円を計上いたしました。 

 次に、次ページ、２ページから続きます第２款 地方譲与税から第９款 地方特例交付金に

つきましては、令和６年度の交付見込みに国の地方財政計画でありますとか県の推計によりま

す伸び率等を乗じて積算をさせていただき、計上をさせていただいております。 

 第10款 地方交付税の普通交付税は、令和６年度の実績からは8.6％減の13億6,000万円を見

込み、特別交付税は7,000万円計上いたしました。合計では、前年度対比2.8％、4,000万円増

の14億3,000万円を計上させていただいております。 

 これ以降の項目につきましては、歳出に絡んでまいるものがほとんどでございますので、ち

ょっと特別御説明を必要な部分だけ申し上げたいと思います。 

 ４ページをお開きください。 

 第12款の分担金及び負担金が1,552万5,000円の増となっております。主な要因といたしまし

ては、保育料が732万4,000円の増となっております。これは公定価格改定による増額でござい

ます。また、放課後児童クラブ利用料金が310万円の増となっております。こちらは、放課後

児童クラブの受入れの就労条件の緩和をすることにより、より利用しやすいような見直しを行

っていただいたことに伴い、利用者数の増加を見込んでいるというものでございます。 

 続いて、５ページを御覧ください。 

 第13款 使用料及び手数料が1,681万円の増となっております。主な要因は、６ページにお
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移りをいただきまして、第２項 手数料の第３目 衛生手数料が1,182万円の増となっており

ます。これは、家庭系一般廃棄物処理手数料が432万円の増を見込むとともに、笠松競馬場の

事業系一般廃棄物処理手数料の増によるものでございます。こちらのほうは、馬ふんの総量が

400トンほど増加するとともに、馬房数による負担割合も６％の増加となり、769万9,000円の

増額となっているものでございます。 

 なお、こちらのほうの手数料につきましては、処理費用の100％を笠松競馬のほうが負担を

していただくことになっておりますので、歳入の増額と同様に歳出も増額をしているという状

況にございます。 

 続きまして、14ページをお開きいただきたいと思います。 

 第18款 繰入金、第２項 基金繰入金でございますが、２億3,782万6,000円の増となってお

ります。 

 第１目 財政調整基金繰入は3,060万円、こちらは減でございます。２億6,940万円を計上さ

せていただきました。令和６年度末の基金残高は約８億円の見込みでございます。 

 第２目 減債基金繰入は、地方債の償還元金に充てるため、今年度5,000万円の繰入れをさ

せていただくことといたしました。 

 第３目 かさまつ応援基金繰入は、前年度に引き続きまして、観光事業補助金でありますと

かプロモーション推進事業に活用をさせていただくほか、今回公共施設巡回町民バスの車両購

入費であるとか、高齢者世代まで医療費助成を拡大させていただいた費用のほか、小・中学校

における特色ある教育活動推進事業に活用させていただくべく、9,720万7,000円を繰入れさせ

ていただいております。 

 第８目 次期ごみ処理施設整備基金繰入は、新施設建設に係る起債の元金償還が始まったこ

と等による建設負担金が増加したことにより、１億円を繰入れさせていただきます。令和６年

度末の基金残高は３億200万円ほどでございます。 

 第９目 社会資本整備基金繰入は、下水道事業への負担金に充てさせていただくべく、

5,000万円の繰入れをさせていただいております。 

 そのほかの基金繰入につきましても、基金の設置目的、事業達成のために繰入れをさせてい

ただいているといった状況になってございます。 

 第19款 繰越金は、前年度より8,800万円増の２億5,000万円を計上させていただきました。 

 続きまして、15ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 第20款 諸収入は、前年度より1,589万8,000円の増となっております。主な要因といたしま

しては、先ほどちょっと補正予算のところでもお話ししました第４項 収益事業収入、第１目

 収益事業収入の岐阜県地方競馬組合の益金収入、こちらは765万円を計上させていただいて

おります。 
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 続いて、16ページを御覧いただきたいと思います。 

 同じく第５項 雑入、第３目 雑入の上から３つ目の一つ丸になりますが、タブレット端末

の保険金ということで1,000万円を計上させていただきました。こちらは、前年度までは頭出

しのみの計上としておりましたが、今回は直近の実績に基づきまして、当初予算から計上させ

ていただいたところでございます。 

 その下、第21款 町債は、先ほどお話ししました前年度より6,480万円減の１億4,040万円を

計上させていただいております。 

 第１目 土木債では、前年度に引き続きパイプラインの上部利用工事に対して1,940万円、

そのほかパイプラインの上部利用の市街化調整区域境から羽島市との行政界までの設計業務及

び歩道整備工事などに対して合わせて870万円、合計では2,810万円を道路新設改良事業債とし

て、また横断歩道周辺等のカラー舗装工事に対して80万円を交通安全施設整備事業債として、

道路舗装の補修でありますとか道路排水の改善及び側溝蓋の修繕工事に対して5,120万円を緊

急自然災害防止対策事業債として予定をいたしているところでございます。 

 第２目 消防債では、消防ポンプ自動車更新に伴い、1,340万円を緊急防災・減災事業債を

活用して予定をいたしているところでございます。 

 第３目 教育債のほうでは、笠松中学校の照明ＬＥＤ化、内線電話の設置のほか、小・中学

校の玄関への防犯カメラ設置工事に対し990万円、また南体育館の施設解体工事に対し3,700万

円ということで、合計で4,690万円を予定させていただいているところでございます。 

 今年度臨時財政対策債は予定しておりませんので、廃目とさせていただいております。 

 なお、今申し上げた町債につきましては、充当率であるとか交付税の措置率などを十分比較

検討いたしまして、より有利で条件のよい地方債を活用することに努めているところでござい

ます。 

 続きまして、歳出についてでございますが、その前に人件費について若干御説明を申し上げ

たいと思います。 

 全会計の職員数は、二役を含めまして124人、総人件費は９億5,956万8,000円で、前年度よ

り3,118万8,000円の増額となっております。また、人件費の全予算に対する割合は6.28％を占

めている状況になってございます。 

 それでは、歳出について御説明を申し上げます。 

 資料のほうは17ページからお願いをいたします。 

 第１款 議会費は445万円の減となっております。こちらは事務局人件費の減によるもので

ございます。 

 第２款 総務費は２億3,265万3,000円の増となっております。 

 18ページを御覧いただきたいと思います。 
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 第３目 財産管理費では、684万8,000円の増となっております。二重丸の２つ目のその他施

設管理事業の中で、一重丸の１つ目、ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理委託料ということで、こ

ちらは低濃度のＰＣＢを廃棄する委託料を542万円計上させていただきました。そのほか、松

栄町地内の町有地のコンクリート柵板の修繕工事なども計上させていただいているところでご

ざいます。 

 第４目 電子計算費は、7,104万5,000円増となっております。前年度に引き続き、地方公共

団体情報システム標準化移行に係る経費として、委託料が2,537万円増額となっております。 

 財源につきましては、国庫補助金のデジタル基盤改革支援補助金で賄いまして、補助率は10

分の10となっております。 

 また、新たな事業といたしまして、二重丸の２つ目でございますが、標準準拠システム管理

事業ということで、先ほどは移行経費でございましたが、それに対してこちらの経費は今後の

運用管理経費になってまいります。ガバメントクラウドの使用料及びネットワークの管理委託

経費ということで5,371万6,000円を計上いたしております。標準化へ移行するのは令和７年の

11月ぐらいを今現在予定しておるところでございますが、移行することによりまして、今まで

の各目的ごとで予算科目を計上しておったものを一元管理させていただくという状況になって

おります。 

 続きまして、19ページを御覧ください。 

 第５目 町民バス運行費は5,675万4,000円の増となっております。議員の皆さんにもるる御

説明申し上げましたように、いろんな状況がございまして、４月にダイヤ改正をさせていただ

く巡回町民バスでございますが、車両更新時期が到来するため、応援寄附金を活用して、令和

８年度の車両更新を予定しております。バスのほうは発注から納車までにある程度期間を要す

るということで、令和７年から令和８年度への繰越明許を設定させていただいております。 

 また、併せて実施しておりますデマンドタクシーであるとかチョイソコカラタン、こちらの

運行経費も継続して計上させていただいております。こちらは、引き続き利用が高まるよう周

知等も継続してまいりたいと思っております。 

 第６目 防災対策費では3,883万7,000円の増加となりました。 

 20ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 二重丸の１つ目の一つ丸の３つ目、４つ目の辺りになります防災行政無線（同報系）の再送

信子局整備工事及び工事監理委託を計上させていただいております。 

 令和５年度には伝搬調査を実施し、今年度詳細設計により再送信子局２局を整備、こちらの

ほうは松小、下小の屋上にするものであります。 

 なお、財源については、国の防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金、こちらは補助率

75％になりますが、こちらを活用して事業実施をしてまいりたいと考えているところでござい
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ます。 

 続きまして、第７目 青少年交流事業費は352万2,000円の減となりました。前年度は、中学

生を対象に北海道新ひだか町との体験交流と、小学生を対象といたしました志摩市の体験交流

を実施いたしましたが、令和７年度は志摩市との交流を実施し、今後は新ひだか町との交流と

交互で隔年に実施をしていきたいと考えているところであります。 

 第８目 諸費は340万3,000円の増額となっております。これは、税金の窓口の収納であると

か公金振込に係る手数料の有料化、これが令和６年10月から実施しておりまして、前年度は半

年分でございましたが、今年度は１年分ということで、半年分増加しているというような状況

にございます。 

 第２項 企画費、第１目 企画総務費は3,517万5,000円の増となりました。二重丸の２つ目

でございますが、情報化推進事業では、イントラネット機器のリースアップによる更新で、使

用料が約600万円の増、１つ丸の中間サーバー・プラットフォーム運用交付金、こちらのほう

が400万円増の計1,000万円の増となっております。 

 なお、こちらの運用交付金については、全額国庫の補助金で賄われるものでございます。 

 21ページのまちづくり事業では、県内のプロスポーツチームを支援するとともに、岐阜大学、

岐阜聖徳学園大学、岐阜工業高等学校との官学連携も引き続き実施をしてまいりたいと考えて

おります。 

 ページの中段、ＤＸ推進事業では、令和６年度のペーパーレス会議システムや体育施設等の

リモートロックシステムの導入に続き、新たにＬＩＮＥを活用したオンライン窓口システムの

導入によるさらなる利便性の向上を図ってまいります。 

 また、一つ丸の一番下です。こちらのほうは、町長も説明されたように、ＣＩＯ補佐官とい

うような業務委託し、体制強化をしながら強力に推進してまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

 なお、こちらの財源につきましては、特別交付税において70％の財源措置があるというもの

でございます。 

 ２つ下の二重丸、地域課題解決支援事業、こちらも新規の事業でございます。 

 こちらは、ＮＰＯ法人ですとか市民活動、ボランティア団体など各種団体との連携による地

域課題解決に対する事業への財源確保、企業版ふるさと納税を活用して取り組んでいこうとい

うものでございます。現状予算額は300万円を計上させていただいておりますが、寄附金の金

額に応じて事業費のほうは変動してまいるものでございます。多くの寄附を募りながら、事業

が拡大して、地域の課題が一つでも解消できるような事業になればと思っているところでござ

います。 

 続きまして、22ページを御覧ください。 
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 第４項 戸籍住民基本台帳費は1,819万3,000円の増となっております。住民基本台帳ネット

ワークシステム事業では、再リースアップの機器更新により使用料で340万円の増、機器更新

業務委託で新規で541万4,000円の増額となっております。 

 ２つ目の二重丸の戸籍事務事業では、令和６年度予算に計上しておりました戸籍システムの

標準化対応が令和７年度実施となったため、システム改修委託料を再度計上しております。先

ほど補正予算の中で減額をさせていただくと御説明申し上げた部分でございます。 

 また、新規事業といたしまして、戸籍の振り仮名記載法制化に係る費用といたしまして、通

知書の作成費や郵送代をはじめ届出の受付、電話対応などの対応を整備させていただきます。

体制整備に必要な人員２名は人材派遣等で対応させていただきたいと思います。 

 御参考までに、対象者の数は、本籍数の約1.5倍を見込んでおりまして、大体１万4,000件ほ

どへの対応が必要となると今見込んでいるところでございます。 

 なお、係る事業費につきましては、国庫補助金の社会保障・税番号制度システム整備補助金

の対象となってまいるものでございます。 

 次の二重丸、窓口事務管理事業では、令和６年度に住民票、諸証明のコンビニ交付導入経費

を計上していたため、1,900万円ほどの減額となっております。多くの方に活用していただけ

るよう、庁内のキオスク端末をはじめ職員が案内することによってコンビニ交付の紹介に努め

ながら、制度を皆さんに御活用いただけるよう努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、23ページを御覧ください。 

 第５項 選挙費は、令和７年度に執行される参議院議員通常選挙の執行経費を計上させてい

ただいております。 

 第６項 統計調査費は、令和７年度は５年に１度の国勢調査の年になります。所要額を計上

させていただいているところでございます。 

 第３款 民生費は４億5,455万2,000円の増となっております。 

 第１項 社会福祉費、第１目 社会福祉総務費では、こちらは二重丸の２つ目、特別会計繰

出負担事業ということで、こちらが3,386万4,000円の増額、５億2,251万円となっております。 

 国民健康保険会計への繰り出しは126万9,000円減となっておりますが、一方で、介護保険特

別会計への繰り出しが、保険給付費等の増加に伴いまして3,513万3,000円増の３億7,023万

2,000円を計上させていただいているところでございます。 

 続きまして、25ページを御覧ください。 

 第３目 老人福祉費の二重丸の２つ目でございますが、敬老福祉事業では、今年100歳の長

寿者褒賞祝金の対象者の方は６人いらっしゃいます。敬老祝金の対象者は一覧表のとおりとな

っております。 

 二重丸の２つ下になります全国健康福祉祭ぎふ大会開催事業では、令和７年10月に開催され
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ます第37回全国健康福祉祭ぎふ大会グラウンド・ゴルフふれあいスポーツ交流大会の開催に向

けた実行委員会への交付金といたしまして、1,000万円を計上させていただいているところで

ございます。 

 続きまして、26ページを御覧ください。 

 第４目 障害福祉費は、7,866万7,000円増の７億6,177万8,000円となりました。 

 二重丸の下から２つ目になります。障がい者自立支援給付事業が制度利用者の増加に伴いま

して9,314万5,000円増の６億9,426万4,000円となっております。 

 27ページの１つ目の二重丸になります。障がい者計画等策定事業でありますが、こちらのほ

うは第３次の笠松町障がい者計画、令和３年度から令和８年度のものが令和８年度に終了する

ことに伴い、次期計画を策定するというものでございます。先ほど債務負担のところで御説明

申し上げた令和７年から令和８年の２か年で策定をしてまいります。令和７年度は手帳をお持

ちの方、障がいをお持ちのお子様、あと18歳以上の町民の方へのアンケート調査を実施する予

定をいたしております。 

 続きまして、第５目 福祉医療費は3,919万4,000円の増となっております。令和７年度から

新たに高校生世代の医療費助成をすることによる増でございます。対象者につきましては540

人で、事業費2,000万円ほどを見込んでいるところでございます。 

 また、一番下の二重丸、こちらのほうでは、県外受診の現物給付化対応システム改修委託料

ということで、福祉医療助成制度の公費負担番号８桁及び受給者番号７桁が全国統一になるこ

とによるシステムの改修を予定しているところでございます。これは対応がないと、現物給付

というような形でまた償還払いをするわけですけど、こういったシステムができるとそういっ

たことにも対応が可能になってくるというものでございます。 

 続きまして、第８目 後期高齢者医療費は226万6,000円減の３億9,728万9,000円を計上いた

しました。療養給付費が前年度比330万4,000円の減、28ページに移っていただきまして、特別

会計への繰出金につきましては、192万4,000円の減となっております。 

 続きまして、第２項 児童福祉費、第１目 児童措置費は、２億7,522万3,000円の増となっ

ております。こちらは、児童手当等支給事業が１億1,635万2,000円増の４億7,167万2,000円と

なっております。令和６年10月支給分から支給対象者が高校生まで拡大されたこと及び所得制

限が撤廃されたことなどによるものでございます。 

 一番下の二重丸、施設型給付費（保育）事業では、１億4,730万円増の５億495万1,000円を

計上いたしております。こちらは、笠松双葉幼稚園が３歳未満児の受入拡大のため、令和４年

４月から幼稚園機能と保育所機能の両方の機能を併せ持った幼稚園型認定こども園へ移行され

ますことに伴い、新たに保育所機能に係る保育給付費を支給することによるものでございます。 

 29ページの二重丸の上から２つ目、３つ目、こちらのほうは第２子以降の出産祝金支給事業
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であるとか、高等学校就学準備等支援事業については、全額県の補助事業で実施させていただ

くもので、対象者、児童数については記載をさせていただいたとおりでございます。 

 第３目 子育て支援推進費は、1,059万6,000円増となっております。 

 一番下の二重丸のところで、家庭支援事業では、後ほど出てきますこども家庭センターの機

能の一つである子育て世帯への相談支援体制の充実を図るものとして新たに実施をさせていた

だくというものでございます。 

 続きまして、30ページにお移りいただきたいと思います。 

 第４款 衛生費の第１項 保健衛生費は7,467万8,000円の増となりました。主な要因といた

しましては、31ページの下から２つ目、二重丸、こども家庭センター事業であります。令和７

年から新たに設置するこども家庭センターに係る施設改修の工事として、カーペットの張り替

えですとかトイレの改修工事991万円を計上いたしております。 

 なお、財源については、施設準備に係るものとして国庫補助金が３分の２、県補助が６分の

１の助成がございます。 

 次に、二重丸の母子保健支援事業は、子育て包括支援センター事業から組替えした事業に加

え、新たに、32ページのほうにございます１か月児健康診査に対する費用を助成し、子育て世

帯の負担軽減を図ってまいります。 

 次の二重丸、妊婦支援給付金事業では、これは新規となっておりますが、令和６年度の出

産・子育て応援交付金からの予算の組替えでございます。令和７年３月生まれの方につきまし

ては、出産・子育て応援交付金を、４月以降の方へは妊婦支援交付金を交付してまいります。 

 財源は、交付金については国庫補助が10分の10、事務費については国庫補助が２分の１、県

補助が４分の１、町の負担も４分の１となっております。 

 第２目 予防費では、3,085万8,000円の増を計上させていただきました。65歳以上の新型コ

ロナウイルスワクチンの接種費用であるとか、帯状疱疹ワクチンが定期接種に追加されました

ことによる増となります。あわせて、子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種も経過措置が

取られたことにより増額となっております。新型コロナワクチンの接種率はおおむね20％、帯

状疱疹ワクチンの接種率は40％を想定しているところでございます。 

 なお、自己負担金については、一覧表の右側に記載のとおりでございます。 

 続きまして、34ページをお開きいただきたいと思います。 

 第４目 地域医療対策費は、今年度は笠松町が当番町ということで事業費が増額となってご

ざいます。 

 第５目 環境衛生費は、火葬作業等の業務委託の従事体制の見直しによる増額のほか、火葬

場施設等整備基金を活用し、火葬場の施設改修や緑町墓地の防草シートの設置などを予定して

いるところでございます。 
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 二重丸の下から２つ目、太陽光発電設備等整備事業は、県の補助制度期間が延長されました

ことに合わせて実施をするものでございます。 

 財源は全額県の補助で賄われてまいります。 

 その下の保護猫活動支援事業では、引き続き基金などを活用し、施設の維持に努めてまいり

たいと考えております。 

 続きまして、第２項、第１目 塵芥処理費は、9,352万円の増となっております。各種処理

運搬委託ごとに増減がございますが、新規といたしまして、35ページの下から３つ目の一つ丸、

一般廃棄物処理基本計画策定業務委託料でございます。現計画は平成28年に策定し、施設組合

の次期処理施設稼働に合わせて見直すことといたしておりました。ごみ処理の現況や課題、国

や県及び関係市町におけるごみ処理行政の動向等を踏まえた計画策定のため、令和７年度から

令和８年度の２か年で策定することとし、債務負担行為を設定させていただいております。令

和７年度は方針の検討、ごみの調査、アンケート調査などを実施させていただきます。 

 そして、増額の最も大きな要因といたしましては、一番下の岐阜羽島衛生施設組合負担金が

8,955万5,000円増の１億7,592万8,000円となっております。こちらは、施設建設費負担金の増

加によるもので、令和７年度、令和８年度においては、負担は増加するというような計画、予

定でございましたので、かねてより大幅な増加に対応するため積み立てております次期ごみ処

理施設の整備基金から繰入れにより対応してまいりたいと考えております。 

 なお、処理費の負担の抑制を図るためにも、引き続き住民の皆様にはごみの減量化に対する

協力を強く求めてまいりたいと考えているところであります。 

 続きまして、36ページをお開きください。 

 第２目 し尿処理費が383万6,000円の増となっております。要因といたしましては、施設組

合の負担金によるもので、維持管理費負担金の負担割合の増加によるものでございます。 

 続きまして、第５款 農林水産業費は、60万5,000円の増加でございます。 

 37ページの第２項 林業費では、森林環境譲与税を活用した白川町との交流事業、山と水の

体験学習会を継続して実施してまいります。 

 第６款 商工費、第２目 商工業振興費では、新規といたしまして、一番下の二重丸にござ

います企業立地促進事業でございます。令和６年３月に制定をいたしました企業立地促進条例、

こちらのほうの適用案件といたしまして、新たに立地する事業者に対し、固定資産税の相当額、

上限3,000万円でございますが、を工場等設置奨励金として交付するものでございます。令和

７年度における課税予定の部分は土地でございまして、その部分に係る固定資産税相当額を計

上させていただいたというものになっております。 

 続きまして、38ページ、第３目 観光費は、208万9,000円の増となりました。二重丸の３つ

目でございますが、プロモーション推進事業では、ショート動画作成、ストリーミング・ライ
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ブ配信など、新たに情報発信を取り入れてまいります。また、映像作品を活用した地域振興の

調査・研究のためのロケツーリズム協会への加入も継続して行ってまいりたいと考えてござい

ます。いろんなこういったところで情報収集しながら、ロケ地の誘致まで推進できたらという

ような強い思いを持っているところでございます。 

 続きまして、第７款 土木費は、１億477万2,000円の減となっております。 

 第１項 土木管理費、第１目 土木総務費では、地籍調査事業で676万8,000円を計上させて

いただきました。今年は、笠松北西部の第３地区（その１）２の月美町の成果閲覧工程を行い

たいと考えております。着実に現在の実施中の事業を完了するためにも、新たな地区の事業着

手は行っておりません。 

 続きまして、39ページを御覧ください。 

 第２項 道路橋梁費は、１億688万6,000円の減となりました。 

 第１目 道路維持費は5,821万8,000円の減で、道路修繕事業が5,913万9,000円減の3,957万

9,000円となっております。こちらは、緊急自然災害防止対策事業債の対象工事費の減少によ

るものでございます。舗装修繕が３路線、側溝蓋修繕が７路線、2,968万5,000円を計上させて

いただいております。 

 続きまして、第２目 道路新設改良費は、205万6,000円の減となっております。こちらも緊

急自然災害防止対策事業債の対象といたしまして、新設改良工事を米野33号線ほか５路線で施

工させていただきます。また、前年度に引き続きまして、パイプライン上部利用整備工事を実

施いたします。５か年計画の最終年でございまして、延長は140メートルを施工させていただ

きます。 

 財源については、地方道路整備事業債の起債により賄いたいと考えております。 

 それに合わせ、市街化区域境から羽島市境までの約610メートルの測量設計を実施いたしま

す。 

 こちらの財源は、国庫補助の社会資本整備総合交付金、補助率２分の１と公共事業債、充当

率90％、こういった地方債を活用しながら実施してまいりたいと考えております。 

 第３目 交通安全対策費では、横断歩道周辺のカラー舗装化を継続し、交通安全対策の強化

を図ってまいります。 

 財源は、国庫の社会資本整備総合交付金、補助率２分の１と、公共事業債、充当率90％を活

用させていただきます。 

 第４目 橋梁維持費では、4,192万4,000円の減であります。こちらは、令和６年度に門間12

号橋ほか３橋に係る橋梁補修と、あとＰＣＢの除却工事で4,494万7,000円を計上させていただ

いたことによるものでございます。 

 第３項 河川費、第１目 河川維持費は、686万5,000円の減となっております。 
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 40ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 こちらのほうの二重丸の４つ目、内水浸水対策検討事業の雨水管理方針策定業務委託で690

万9,000円減の1,541万6,000円を計上いたしました。 

 財源については、国庫の社会資本整備総合交付金を活用させていただきます。 

 第４項 都市計画費、第１目 都市計画総務費は、579万円の減となっております。 

 下水道事業負担金は200万円増の２億800万円でございます。この負担金は、下水道事業が借

入れをいたしました起債の元利償還金について、普通交付税の需要額として算入措置された金

額を繰り出しすることになっているものでございます。 

 二重丸の３つ目は、空家等適正管理事業で509万6,000円の減、434万5,000円となっておりま

す。令和６年度に空き家の有無、状況の判定等実態調査をしたことによるものであります。空

き家等の対策については、当町におけます最重要課題の一つと位置づけ、総合的に全庁体制で

推進をしてまいりたいと考えているところであります。 

 続きまして、41ページを御覧ください。 

 第８款 消防費でございますが、3,077万1,000円の増となっております。 

 第１目 非常備消防費は1,484万6,000円増の3,866万3,000円となっております。要因といた

しましては、一番下になりますが、老朽化いたしました小型動力ポンプ積載車２台を更新させ

ていただくというものでございます。こちらは充当率100％、交付税算入率が70％の緊急防

災・減災事業債を活用させていただきます。 

 第２目 消防施設費につきましては、常備消防事務事業の羽島郡広域連合への負担金が

1,439万5,000円増加になったことによるものでございます。 

 42ページを御覧ください。 

 第９款 教育費は、１億3,224万7,000円の増となっております。 

 第１項 教育総務費、第１目 教育総務費は、710万8,000円の減となっています。羽島郡二

町教育委員会負担金、分担金については、総額で昨年より270万5,000円の増額となっておりま

す。こちらは、会計年度任用職員の皆さんの給与改定等によるものでございます。 

 ３つ下の二重丸、特色ある教育活動推進事業における新規事業といたしまして、２つ目の丸

でございますが、問題データベース使用料は、二町教育委員会からの御要望等により、２町で

足並みをそろえて導入できるＡＩドリルの使用料でございます。 

 財源は、かさまつ応援基金からの繰入れにより充てさせていただきます。 

 一番下の二重丸、施設型給付（教育）事業は、先ほど児童福祉費で触れました双葉幼稚園が

認定こども園となり、一部が施設型給付（保育）事業へ移行したことにより、こちらの教育部

分については1,600万円ほどの減額となるというものでございます。 

 43ページを御覧ください。 
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 第２項 小学校費、第１目 学校管理費では、10月１日現在の笠松町内の小学校の学級数、

児童数を表記のとおり表示しております。 

 二重丸の下から２つ目、情報教育ネットワーク事業は、2,501万8,000円の増でございます。

令和２年10月に導入いたしましたＧＩＧＡスクールタブレットの耐用年数が到来するため、新

たなタブレットへ更新を行います。前回は購入により整備を行いましたが、今回はリース方式

を選択し、経費の平準化を図ることといたしております。端末の１台の費用７万7,000円のう

ち、国庫補助基準５万5,000円の３分の２がリース事業者に直接支払われ、残りの金額につい

て５年間で支払いをするという形になります。令和７年度は10月から６か月間のリース料とな

り、550万円ほどの予算を計上させていただいたところであります。 

 タブレットのほうの保険の更新も必要となることから、５年間の保証期間で加入いたします。

支払いは令和７年度に一括での支払いとなりますが、保険料の半分につきましては、毎年度保

護者から負担を求めてまいりたいと考えています。 

 44ページを御覧ください。 

 一番上の二重丸でございます。学校の長寿命化事業では、児童の安全確保のため、各小学校

の児童用玄関に防犯カメラを設置いたします。 

 財源は、国庫の学校施設環境改善交付金及び学校教育施設整備事業債を活用させていただき

ます。また、松枝小学校においては空調設備修繕工事、下羽栗小学校においては給食用のダム

ウェーターの改修工事なども実施させていただく予定でおります。 

 第３項 中学校費でございます。こちらも10月１日現在の学級数、生徒数については、表示

のとおりでございます。 

 第１目 学校管理費は、2,565万3,000円の増となっております。 

 45ページの２つ目の二重丸になります。こちらのほうでは、学校管理事業ということで970

万円の増となっております。計画的に実施をしてまいりました照明のＬＥＤ化工事をはじめ、

小学校と同様、玄関に防犯カメラを設置するとともに、内線電話の設置の工事も行うものでご

ざいます。 

 その下の情報教育ネットワーク事業については、小学校費でも触れましたＧＩＧＡタブレッ

トに係る費用により1,429万4,000円の増となっているところでございます。 

 続きまして、46ページをお開きください。 

 第４項 社会教育費は、990万9,000円の増となっております。中央交流センターの電気設備

改修工事や下羽栗会館の変圧器及び高圧コンデンサー更新工事などをはじめ、施設の維持管理

に要する費用を計上させていただいたところでございます。 

 47ページに移りまして、第４目 歴史未来館費でございます。こちらは、令和７年に会館10

周年を迎えるということで、それを記念した講演会などを実施したいということで、関連経費
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を計上させていただいております。 

 第５項 保健体育費は、7,637万2,000円の増となっております。 

 第２目 体育施設費は、4,009万5,000円の増でございます。下から２つ目の二重丸、南体育

館管理運営事業では、体育館解体に伴う設計監理委託料と解体撤去工事費を計上させていただ

いております。 

 48ページをお開きください。 

 第３目 学校給食費は、3,553万円の増でございます。こちらは、賄材料費が物価高騰の影

響を受けまして、1,943万円の増となっております。高騰分については、国の物価高騰対応重

点支援地方創世臨時交付金を充当し、学校給食費の改定は実施しないことといたしております。 

 また、新たな事業といたしまして、令和６年度から令和10年度の債務負担行為を設定し、進

めさせていただいております給食調理等業務委託には4,240万円を計上いたしました。業務履

行期間は令和７年８月１日から令和10年７月31日の３年間として、令和７年度は８か月分の予

算を計上させていただいております。 

 第10款 公債費は、前年度より1,104万6,000円の増加となっております。令和６年度で償還

が終わった額より令和７年度から元金償還が始まる額のほうが多いためでございまして、表中

の件数を御覧いただきますとお分かりいただけますように、元金が94件、利子については119

件ということで、今後25件の元金償還が始まってくるという状況でございます。引き続き、公

債費の推移には注視をしながら、財政運営に努めてまいりたいと考えているところでございま

す。 

 長くなりましたが、以上が一般会計でございます。 

○議長（伏屋隆男君） 提案説明の途中ですが、１時30分まで休憩します。 

休憩 午後０時18分  

再開 午後１時30分  

○議長（伏屋隆男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は10名であります。 

 提案説明の続きを行います。 

 村井副町長。 

○副町長（村井隆文君） すみません。説明に入ります前に、先ほど御説明申し上げました第20

号議案 令和７年度笠松町一般会計の説明の中で、箇所は歳入の第12款の分担金及び負担金の

うちの保育料につきまして、その増となった理由について、公定価格の改定による増と私が御

説明を申し上げたんですが、誤りでございまして、実際には児童数の増、特に高所得者層の方

の入所があったということで、保育料の増額を見込んでおるという理由でございましたので、

おわびを申し上げ訂正をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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 それでは、引き続き説明のほうをさせていただきます。 

 今度は、こちらの特別会計の予算書という書類のほうの１ページをお開きいただきたいと思

います。特別会計の予算書で５会計が一緒になっておる書類でございます。 

 それでは、第21号議案 令和７年度笠松町国民健康保険特別会計予算であります。 

 国民健康保険特別会計予算は、歳入歳出総額19億8,470万円、対前年度比では１億2,136万

5,000円の減額の予算といたしました。 

 続きまして、主要事務事業の説明書のほうの50ページを御覧いただきたいと思います。 

 予算の編成に当たりましては、団塊世代の皆様が後期高齢者医療制度へ移行されること、被

用者保険の適用拡大による被保険者数の減少を見込み、対前年度比4.1％減の3,300人として算

定をいたしております。 

 歳入の国民健康保険税については、平成30年度の県単位化以後、基金の活用により急激な税

負担の抑制に努めつつ、県が示す市町村標準保険料率との乖離解消を図り、令和６年度から同

率の税率設定といたしたところでありますが、引き続き令和７年度におきましても、市町村標

準保険税率の上昇に伴う税率改正をさせていただくことにより、223万1,000円増の３億8,421

万4,000円を見込み計上をさせていただいております。 

 53ページを御覧いただきたいと思います。 

 歳出のほうの保険給付費では、被保険者数減少の影響を見込み、１億2,912万円減額の13億

584万円を計上させていただきましたほか、54ページにお移りいただきたいと思います。県に

納付いたします第３款 国民健康保険事業費納付金につきましては、国から県に交付される前

期高齢者交付金の減額により、県内市町村の事業費納付金が増額となることから、2,054万

4,000円増額の５億4,875万9,000円を計上させていただいております。 

 引き続き、国保財政は、被保険者数の減少や１人当たり医療費の増加等により厳しい状況が

予測されますが、市町村標準保険料率に基づいた適正な税率設定と収納対策の強化による税収

確保を図り、持続可能な国保運営に努めてまいります。 

 続きまして、特別会計予算書の５ページのほうを御覧ください。 

 第22号議案 令和７年度笠松町後期高齢者医療特別会計予算であります。 

 令和７年度後期高齢者医療特別会計予算は、歳入歳出総額４億215万8,000円、対前年度比

622万9,000円の増額の予算といたしました。 

 また、主要事務事業の57ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 予算の編成に当たりましては、本医療制度の対象者を対前年度比3.2％増の3,670人と見込み

算定をいたしました。 

 歳入の約75％を占める後期高齢者医療保険料については、２年ごとに保険料率の見直しが行

われますが、令和７年度は据置きの年度となり、被保険者数の増加見込みに伴い、815万3,000
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円増額の３億256万円の予算を計上させていただきました。 

 また、歳入の25％を占める繰入金につきましては、県後期高齢者医療広域連合のシステム改

修の完了による事務費負担金の減額などにより、192万4,000円減額の9,959万2,000円となって

います。 

 次に、59ページを御覧ください。 

 歳出では、歳出の約99％を占める２款 後期高齢者医療広域連合納付金が、被保険者数の増

加に伴う保険料収入の増により688万1,000円増額の３億9,715万1,000円となったほか、総務費

では、保険証の廃止に伴う事務経費の削減などによりまして、65万3,000円の減額の455万

5,000円を計上させていただいたところであります。 

 続きまして、また特別会計予算書の８ページのほうへお戻りいただきたいと思います。 

 第23号議案 令和７年度笠松町介護保険特別会計予算であります。 

 介護保険特別会計予算は、歳入歳出総額24億3,711万2,000円、対前年度比では２億4,087万

7,000円増額の予算となりました。 

 主要事務事業説明書の61ページを御覧いただきたいと思います。 

 予算の編成に当たりましては、令和６年度から令和８年度までの第９期介護保険事業計画の

推計に実績値を加味し、第１号被保険者数を5,923人、対前年度比では24人の増と見込み算定

をさせていただきました。 

 歳入におきましては、第１号被保険者を各所得段階別に乗じた保険料総額といたしまして、

前年度比882万8,000円増額の４億5,984万4,000円を計上し、国庫支出金、県支出金、支払基金

交付金につきましては、保険給付費及び地域支援事業費の増加に伴い、総額で前年度比１億

2,003万円増額の15億2,237万6,000円、町負担分であります一般会計からの繰入れにつきまし

ては、対前年度比3,513万3,000円増額の３億7,023万2,000円を予算計上させていただいたとこ

ろでございます。 

 65ページを御覧いただきたいと思います。 

 歳入におきましては、被保険者数は緩やかに減少する一方、2025年度には団塊の世代の皆さ

んが全て75歳以上の後期高齢者になられることから、要介護認定率が上昇し、要介護認定者数

が増加することが見込まれるため、第２款 保険給付費を前年度比２億1,839万円増の22億

8,108万8,000円計上させていただきました。 

 68ページのほうにお移りいただきたいと思います。 

 こちらは第３款 地域支援事業費でございますが、こちらも1,652万円増額の１億882万

1,000円を計上させていただいたところでございます。 

 今後の介護保険の財政運営につきましては、先ほど御説明いたしましたとおり、団塊の世代

の皆様が全て75歳以上となり介護ニーズが高まる年代となってきていることから、介護サービ
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ス給付費が増加することが見込まれますが、今年度末の残高が２億5,000万円となる介護保険

基金の有効活用とともに、介護予防事業の推進による給付費の抑制に努めながら、制度の持続

可能性を確保しつつ、健全な財政運営に努めてまいります。 

 続きまして、特別会計の予算書のほうの13ページをお開きいただきたいと思います。 

 第24号議案 令和７年度笠松町水道事業会計予算であります。 

 水道事業会計予算につきましては、収益的及び資本的の予定額は総額で５億5,288万8,000円

で、対前年度比405万3,000円の増額となります。 

 予算の編成に当たりましては、業務の予定量を給水戸数9,440戸、年間の総給水量224万立方

メートルと計画をいたしているところでございます。 

 続きまして、資料の70ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 水道料金につきましては、令和６年度の決算見込み等を勘案いたしまして、対前年度比

1,602万円増の２億3,732万1,000円を計上いたしました。 

 次に、74ページを御覧ください。 

 令和７年度における主な建設改良事業といたしましては、円城寺地内における薬師寺厩舎再

整備に伴う布設工事や門間地内での下水道工事との同調による布設替え工事による配水施設改

良工事に１億6,948万8,000円を計上いたしました。今後も引き続き、水道事業の果たす役割を

踏まえ、安心で安定的な水道事業の継続に向けた経営に努めていきたいと考えております。 

 続きまして、予算書の16ページをお開きください。 

 第25号議案 令和７年度笠松町下水道事業会計予算であります。 

 下水道事業会計予算につきましては、収益的及び資本的の予定額の総額14億2,771万3,000円

で、対前年度7,222万7,000円の減額となります。 

 予算の編成に当たりましては、業務の予定量を水洗化人口１万7,837人、年間の総有収水量

205万立方メートルと計画をしているところでございます。 

 続きまして、またこちらの資料の75ページを御覧いただきたいと思います。 

 そのような中、下水道使用料につきましては、令和６年度の実績及び令和７年４月からの料

金改定等を勘案いたしまして、対前年度比1,433万5,000円増の３億5,016万8,000円を計上させ

ていただいております。 

 続きまして、80ページのほうを御覧いただきたいと思います。 

 令和７年度における主な建設改良事業といたしましては、笠松町汚水処理施設整備構想に基

づき、松枝処理分区の門間地内、こちらは面整備で下水道本管延長2,011メートルの埋設工事

を計画し、工事費は２億4,078万7,000円を計上させていただきました。表中に記載がございま

すが、令和７年度の下水道整備予定面積は7.31ヘクタールで、年度末には563.58ヘクタールが

整備済み予定となります。令和７年度末には、下水道事業整備率は対全体計画では82.5％、対
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事業計画区域では84.3％となる予定でございます。 

 今後も引き続き、下水道事業の果たす役割を踏まえ、鋭意整備促進を図り、より一層の効率

化及び健全な経営に努めていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（伏屋隆男君） お諮りいたします。これよりの議事の進め方といたしましては、各議案

について１議案ごとに質疑、採決を行いたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、そのように進めてまいります。 

 お諮りいたします。この際、第16号議案 令和６年度笠松町一般会計補正予算（第８号）に

ついてを先議いたしたいと思います。これについて御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、第16号議案を先議することに決しました。 

 第16号議案 令和６年度笠松町一般会計補正予算（第８号）についての質疑を許します。 

 ありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

 質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 本件については討論を省き、直ちに採決いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本件は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、第16号議案は原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。明３月５日から３月11日までの７日間は、議案精読のための休会とし、

３月12日午前10時から本会議を再開いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、明３月５日から３月11日までの７日間は休会とすることに

決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  散会の宣告 

○議長（伏屋隆男君） 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

散会 午後１時48分  

 


